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＜全体連絡事項＞
・カルテやメール、カンファレンス等記録の記載時には、読んだ際に内容が不明瞭の為、患者様の名前をイニシャル標記しないで下さい。
＜患者様の連絡事項＞
・居室変更
　　内田　都影様　：301⇒302

木村　正子様　：302⇒303

佐々木　悦子様：303⇒308

坂本　福子様　：308⇒305
・小笠原　文人様～精神状態安定した事から、薬の自己管理を再開しています。

・佐々木　淳様～腹部不快・嘔気の訴え継続。昨日は下痢10回見られており、状態を船場Ｄｒへ報告し診察。5/6まで酸化マグネシウム・センノシド除剤の指示あり。ミヤＢＭ3Ｐ3×毎食後　5日分処方。
＜要注目患者様＞
・泉川　ケイ子様～食事・服薬は拒否なく自ら行っていますが、プログラムは左肩から手にかけての痺れや骨が軋む感覚を訴え欠席。介入に拒否はありませんが、午後より自分の希望が通らない事で易怒性見られています。引き続き精神状況を観察しながら日課の促しと他者トラブルを注意していきましょう。
・佐々木　淳様～起床後のコーヒー摂取後から嘔気訴え聞かれています。本日の収縮期血圧は110～101mmHgで経過。プログラムは腹部不快と眩暈・下痢・嘔気を理由に欠席。頻回にトイレに行く様子見られていますが、下痢の有無を確認しても「わからない」と答えています。介入への拒否はなく、食事は拒否発言聞かれながらも全量～1/2摂取出来ています。午後より船場Drの診察を受け、5/6まで酸化マグネシウム、センノシド除剤の指示あり。Drからも下痢の有無を本人へ確認するが、体調を表現できず。腹部ソフトでグル音の更新も見られず。ミヤＢＭ　3Ｐ　3×毎食後　5日分処方となっています。引き続き体調を確認していきましょう。
・佐々木　悦子様～他室を覗く様子や、同室者へ頻回に時間を確認する様子みられています。環境調整の為居室変更後は、同室者への執拗な話掛けはなくホールで過ごす様子目立っています。引き続き、他者との関係性や物のやり取り等観察・介入していきます。
＜受け持ち患者様対応検討＞
・山下　幸子様～私物の購入希望の訴えが頻回に聞かれており、担当スタッフの内1名のみに相談する為スタッフの負担が増えている。
　　　　　　　　⇒担当2名で情報共有し、相談を受けた際には同じ対応を出来るようスタッフ間でも統一。本人へも対応相談は1名に指定しなくても良いことを説明していく。
・小笠原　文人様～本日より服薬の自己管理を再開。おやつの自己管理時期について検討。
　　　　　　　　　⇒今週末まで様子をみて精神状態安定していたら、土曜日からおやつの自己管理開始。
